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次号予告　　64 巻　1号 ヘッドライン　：　化学遺産，遺跡をたずねる

　高校の課外活動などで有機物を扱う機会も多いだろう。その構造を決めるため，
種々の機器分析法が利用されるが，その分析原理まで十分に理解して使っていない
場合もあるだろう。ここでは，有機化合物の機器分析法としてよく利用される，ク
ロマトグラフィー，NMR，質量分析法について，その基礎的な原理を解説してい
ただくことを企画した。

ヘッドラインテーマ：有機機器分析の基礎

　日本の技術立国を目指し，1964 年加計学園初代理事長加計勉（かけつとむ）が
岡山市の西北半田山の丘陵地に，理学部の応用数学と化学の 2学科からなる「岡山
理科大学」を設立した。この正門は，創立 50 周年を記念して造られた。正門の手
前には，創立者の銅像と学園の歴史的資料が展示されている 50 周年記念館がある。
2016 年度には 5学部 19 学科 1 コースと大学院 4研究科からなる入学定員 1,617 人
の大学となる。

表紙の言葉　岡山理科大学正門




